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模
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座
」
が
次
世
代
の
担

い
手
を
育
て
よ
う
と
、

２６
年
ぶ

り
に
人
形
教
室
を
開
講
す
る
。

３
人
で
人
形
を
操
る
技
を
基
本

操
作
か
ら
徐
々
に
学
び
、
１
年

後
に
は
受
講
生
に
よ
る
演
目
の

上
演
を
め
ざ
す
と
い
う
。

下
中
座
は
江
戸
時
代
中
期
か

ら
小
田
原
市
東
部
の
小
竹
地
区

で
継
承
搭

しれ
て
き
た
。
天
保
の

改
革
の
奢
移
禁
止
令
下
、
ひ
そ

か
に
人
形
と
技
を
守

っ
た
。
１

９
８
０
年
代
、
担
い
手
が
１０
人

を
切
り
、
人
形
を
２
体
し
か
扱

え
ず
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
。

し
か
し
、

９．
年
に
開
講
し
た
人

形
教
室
で
学
ん
だ
若
い
世
代
が

参
加
し
、
活
動
が
続
い
た
。

市
立
橘
中
学
校
や
県
立
二
富

高
校
の
部
活
動
と
も
提
携
。
演

目
は
伝
統
的
な
時
代
物
な
ど
に

加
え
、

「足
柄
山
の
金
太
郎
」

な
ど
創
作
物
も
あ
る
。

現
在
の
担
い
手
は
２０
～
８０
代

の
各
世
代
に
ち
ら
ば
る
３０
人
余

り
で
、
や
や
高
齢
化
し
た
と
い

う
。

「先
輩
が
そ
れ
ぞ
れ
の
技

を
若
い
人
に
伝
え
ら
れ
る
う
ち

に
、
２
回
目
の
教
室
を
開
き
た

い
」

（林
美
爾
子
座
長
）
と
１

年
間
の
講
座
を
企
画
し
た
。

第
２
回
教
室
の
最
初
の
講
座

は
５
月
１３
日
午
後
１
時
半
～
３

時
半
、
小
田
原
市
酒
匂
２
丁
目

の
市
保
健
セ
ン
タ
１
３
階
。
受

講
無
料
。
主
に
同
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
、
月
２
回
の
土
曜
日
の

講
座
を
１
年
間
続
け
る
。
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相模人形芝居下中座の演技=下中座提供


